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②記録の保存期間（「少なくとも、製造した商品が市中にある期間は関係書類を保存

しておくことを基本の考え方とし、具体的には賞味期限の年月日をその期間とし、そ

れ以上の期間については、関係者と協議の上でプラスアルファの期間を定める」） 

・各業種・段階の記録の保存期間の回答結果（図 4-1）によると、製造業における記

録の保存期間は「１年～３年未満」が最も多く、卸売業と小売業においては「５～

7 年未満」や「７年以上」が多い。「賞味期限の年月日をその期間とする」ことは

十分に実行可能と考えられる。 

・記録の保存期間の理由についての質問に対し、「原料原産地表示の監査や調査に対

応できる期間」「税務調査への対応」など、より長い保存期間を要する理由を挙げ

ている。「製品に不備があった場合の資料として」「自社で製造したものに問題クレ

ームなどが起きた時の確認」といった、問題発生時の回収というよりは説明・原因

究明を意識した回答もあった（以上、アンケート報告書 2.2.3参照）。 

・推進方策の「賞味期限の年月日をその期間とする」との考え方は、回収における利

用を考慮している。食品衛生法第 3 条 2 に基づく「記録の作成及び保存に係る指

針ガイドライン」は、「当該業者が取扱う食品等の流通実態（消費期限又は賞味期

限）に応じて合理的な期間を設定することを基本とする」と述べている。 

・問題発生時の回収だけでなく、クレーム対応や原因究明、原料原産地表示の根拠提

示など、必要に応じてほかの目的を考慮して合理的な期間を設定するよう促すこ

とも考えられる。 

 

図 4-1 記録の保存期間（製造・卸・小売別） 
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③入荷記録への原材料（または商品）の製造年月日／賞味期限／消費期限（または入

荷ロット番号）の記載 

・各業種の関連する取組みの回答の集計結果（アンケート報告書 2.1.4、3.1.4、4.1.4）

を下の図にまとめた。 

・入荷した事業者自身が表示を読み取って製造年月日を記録するのは、比較的多い製

造業においても 33%にとどまる。それよりも、「入荷先が納品伝票等に製造日等を

記載することにより記録されている」のほうが製造業において 47%などと多いこ

とがわかった。入荷先の事業者にとっては、納品伝票に製造年月日等を記すことに

より、その控えを自社で保存することにより、出荷記録への製造年月日等の記録を

実現できる。したがって、入荷した側の事業者に対して入荷記録に製造日等を記載

するよう促すだけでなく、出荷した側の事業者に対し、納品伝票等に製造年月日等

を記載することを促すことも考えられる。 

・一方、「その商品の製造の日やその翌日に入荷するので、記録しなくても製造日等

がわかる」「「入荷の記録」に日付情報はないが、入荷先（仕入先）に入荷日を示し

て問い合わせれば製造日等がわかる」といった回答も多かった。こうした場合にも、

製造日等を明示的に記録するよう呼びかけるべきか、検討の余地がある。 

 

図 4-2 「入荷の記録」への製造日等の記録 

 

注）アンケート報告書 2.1.4、3.1.4、4.1.4の集計結果を集約。  
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④出荷記録への製品の製造年月日／賞味期限／消費期限の記載 

・出荷記録への製品の製造年月日の記載については、直接の質問はしていないが、関連

した質問として、製造業の問 3-4（出荷記録から製造記録への遡及可能性。アンケー

ト報告書 2.3.4）がある。 

・88%が、出荷記録から製造記録に記載された製造ロットを特定することが「できる」

と回答している。このなかには、出荷記録に製造年月日を記載している場合だけでな

く、記載しなくてもわかる場合（例えば、製造日に出荷する習慣になっている場合）

も含まれる。「問題のロットをどこに出荷したかがわかる」「その事業者にその日に出

荷したのがどのロットであったのかわかる」という観点からは、わかる状態になって

いればよく、必ずしも出荷記録に製造年月日等を記載する必要はないと考えられる。 

・以上を踏まえると、出荷記録に製造年月日等を記載することを促す余地があるのは、

製造業のうち 11%と考えられる。 

 

 

図 4-3 出荷記録から「製造・加工に関する記録」に記載された製造ロットへの遡及可能性 

 

注）製造業のうち、製造記録と出荷記録の両方がある事業者による回答。アンケート報告書

2.3.4の図の一部を再掲。 
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⑤製造記録への使用した原料のロット番号の記載 

・製造記録に使用原料のロット番号を記載しているかは、直接には質問していないが、

関連する質問として、問 2-5（「製造・加工に関する記録」に記載された製造ロット

からその原材料の「入荷の記録」へたどることはできますか）がある。 

・その結果を見ると、90%が原材料の「入荷の記録」へたどることが「できる」と回

答している。 

・したがって、製造記録への使用した原料のロット番号の記載することを促す余地が

あるのは、「できない」と回答した 9%と考えられる。 

 

 

図 4-4 製造ロットから「入荷の記録」への遡及可能性 

 

注）製造記録と入荷記録の両方を保存している事業者の回答を集計した。アンケート報告書

2.2.5の図の一部を再掲。 
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